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データ活用率が3割から8割へ拡大
PHPQUERY導入でカルチャーが変わる

先進ユーザー事例

協立電業株式会社

システム部門への依頼・問い合わせが激減し、効率化も促進

本 　 社：東京都立川市
設 立：1951年
資 本 金：1億5000万円
従 業 員 数：84名
事 業 内 容：電子部品・電気機器の販売
https://www.kyo-d.co.jp/

従来は、紙やExcelに出力して
業務部門へ配布する運用

　エレクトロニクス産業は、戦後の日本経
済の成長を支えてきた原動力の1つである。
近年は韓国・台湾・中国企業の進出により
苦戦を強いられているが、それでも12兆円
規模（2017年）の一大産業であることに
変わりはない。
　戦後まもない1951年設立の協立電業は、
日本のエレクトロニクス産業の発展ととも
に歩んできた電子部品・電子機器の総合商
社である。現在は、全国に7つの拠点と2つ
の物流センターをもち、香港にも拠点を構
える。そして最近は販売だけでなくソリュ
ーション・プロバイダーとしての色彩も強
め、さらに「専門部署を設け、アフターケ
アにも力を入れています」と、総務部シス
テム課係長の阪本崇徳氏は話す。
　そうしたソリューション色、サポート色
が強まるにつれて徐々に高まってきたのが、
各種データをさまざまな切り口で捉え、分
析やデータの整理を行って業務に活かす動
きである。
　従来は、業務部門からシステム課へデー
タや資料の依頼があると、システム課でデ
ータベースを照会し、紙やExcelに出力し
て配布する運用を行ってきた。ユーザーの
なかには5250画面を操作して自ら資料を
作成する社員もいたが、少数にとどまって

いた。
　システム課の大きなミッションは、会社
全体の業務効率化とコスト削減である。以
前より、IBM i上の基幹システムの開発・保
守を中心に、メールやグループウェアなど
をクラウドサービスに切り替え、システム
課の運用業務を効率化させてきた。また、
帳票出力を紙からPDFへ切り替えたり、仕
入先への注文をFAXからメールへ変更した
り、得意先からExcelで発注があった場合、
そのまま基幹システムに取り込める仕組み
を構築するなど、「できる部分から」（阪本
氏）、効率化に取り組んできた。
　そうしたなかで懸案の課題としてきたの
が、社員による業務データの活用である。
具体的に動き出したのは、受注入力担当者
から「5250画面を2画面同時に使いたい」
という要望が寄せられたことがきっかけだ
った。
 「受注入力の最中にお客様から問い合わせ
があると別画面に切り替えなければならな
いので、2画面使えれば業務がスムーズに
進む、という要望でした。このときは排他
制御の問題やセキュリティの懸念があり実
現しませんでしたが、システム課の課題と
なりました」と、阪本氏は振り返る。2010
年ごろの話である。
　阪本氏はその後、既存の5250の照会画面
をPHPで開発した。しかし「RPGで開発し
ながらPHPのスキルを習得するのに限界を
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協立電業はエレクトロニクス産業の発展と
とも成長してきた商社である。国内に本社
を含めて7拠点と2つの物流センター、そし
て香港に拠点をもち、取引先には国内有数
のメーカーが名前を連ねる。提案営業、技
術力、品質管理、物流力が強みで、最近は
アフターフォローにも力を入れ高い評価を
得ている。

総務部
システム課 係長

総務部
システム課

阪本 崇徳氏 加藤 英明氏
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感じ、市販のBIツールを探しました」と語
る。IBMのWebQueryもその当時試したが、

「検索結果を表示するレスポンスがあまりよ
くなく、コストも合わなかったため見送り
ました」という。

利用率を8割から9割へ
引き上げる方策

　2014年に現在のPower 720 Express
（IBM i 7.1）へ切り替えた際に、ベンダー
からオムニサイエンスの「PHPQUERY」
を紹介された。
 「そのころのPHPQUERYは発売直後で機
能もかなりシンプルでしたが、システム課
が想定していたのも在庫照会程度の軽いシ
ステムだったので、これなら使いこなせそ
うだと思い、テスト導入しました。試しに
作成したクエリー定義の結果（画面）もユ
ーザーから好反応が得られたので、採用し
たいと思いました」（阪本氏）
　ただしテスト導入中に、「検索条件の仕様
などで使いづらい点が多々あった」（阪本
氏）からである。しかし、それらをオムニ

サイエンスに伝えると、即座に修正され、
次々に改訂版が提示された。「こうした対応
をしてくれるのならば今後も使い続けてい
けると考え、上司にかけ合い採用を決めま
した」と阪本氏は述べる。
　2014年5月に検討を開始し、6月初めに
テスト導入。6月末には採用を決め、クエ
リー定義の作成に取りかかった。
 「できるだけ多くのユーザーに使ってもら
いたいと考え、ユーザーが頻繁に使用して
い る 照 会 を 細 か く 調 査 し、そ れ を
PHPQUERYのクエリー定義に落としてい
きました。現在も変わらず、この作業を継
続しています」（阪本氏）
　2014 年 10 月 に ユ ー ザ ー に 公 開 し
PHPQUERYの本格利用が始まった。その
ときのクエリー定義数は3本。4年後の現在
は57本へと増加している。現在、全社員の
約80％が利用中で、月間約3000件のクエ
リー実行がある。PHPQUERYの導入から
1年当時の「全社員の30％程度」と比べる
と、飛躍的な増加である。
　総務部システム課の加藤英明氏は、「照会

結 果 を Excel に ダ ウ ン ロ ー ド で き る
PHPQUERYの機能が好評で、頻繁に使わ
れています。Excelの資料は、従来はシステ
ム課が依頼を受けてユーザーへ送付してい
ましたが、PHPQUERYの導入後はその依頼
がなくなり、これまでの月40 〜 50件の依
頼が10件程度に減りました。ユーザーから
は、これまで2時間かかっていた納期回答が、
Excelに落として送付すればよいので10分
で済むようになった、という評価の言葉を
もらっています」と、利用状況を説明する。
　システム課では今後、照会結果のグラフ
化や、明細画面から別の照会画面へと飛ぶ
リンクの設定などの対応を進める計画。
　阪本氏は、「現在の80％の利用を90％へ
引き上げたいと思っています。そのために
はユーザーの要望に沿うクエリー定義と、
手を伸ばしやすい環境が不可欠です。グラ
フ化によって経営層の利用も期待していま
す」と、抱負を語る。月初に紙で配布して
いる業績データを、PHPQUERYを使って
Excelへ落としメールで自動配布する仕組
みも検討中という。

協立電業のPHPQUERYの利用環境図表
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